
 

 

 

 

 

【町政への要望事項及び町からの回答】 

西部ブロック 

 

  



平成２９年度町政への要望事項と回答

提出区会名

富沢町第2区会
要  望  事  項 

中町線の街灯について

中町線の街灯が所どころLEDになっていますが、もっと暗いところはたくさんあるので全てLEDにしてほ
しい。（区会所有の街路灯は全てLEDへの交換が終了しています）

担当課名 建設課回答（処理）事項

　都市計画街路中町線につきましては、一般住宅や事業所が立ち並び国道や道道から大型・一般車両の
交通量がある幹線道路として供用している中で、整備から相当年数が経過していることから、街灯など
の道路付属物の健全性についての点検を行い、劣化度合いが高い街灯について平成２８年度から修繕や
ＬＥＤ化への更新を行っているところであります。今後とも施設の適正な把握に努めてまいりたいと考
えてございますので、ご理解をお願いします。

提出区会名

富沢町第2区会
要  望  事  項 

公園の設置について

（富沢町第2区会エリアに）子どもたちが遊べる公園がないので作ってほしい。

担当課名 建設課回答（処理）事項

　町内の公園につきましては、５３箇所あり、円山公園や余市運動公園などの主要な公園のほか、宅地
等の開発行為により整備された公園をはじめ、地域に密着した身近な公園が配置されておりますが、ま
だまだ十分な整備状況ではありません。
　ご要望のございました新たな公園整備につきましては、現在の少子高齢化等の社会情勢や厳しい財政
事情などから難しい状況にありますが、既存の公園利用者の安全性に留意しながら児童の遊び場、地域
住民の憩いの場などの様々な公園機能の確保を図ってまいりますので、、ご理解をお願いします。



提出区会名

富沢町第2区会
要  望  事  項 

公共施設の休館日について

小学校では週末のイベントの代休が月曜日になることがほとんどなのに、図書館や児童館などが月曜日
に休館していてとても不便です。子供たちが日中フリーになることが多い曜日に開館していてほしいで
す。

担当課名 教育委員会・町民福祉課回答（処理）事項

【町民福祉課】
　児童館の休館日は、月曜日となっておりますが、月曜日が祝日の場合は開館しております。
　また、保護者が労働等により昼間家庭にいない児童のための、放課後児童クラブは学校振替休日にも
開設しており、さらに、今年度からは、対象を全学年に拡大するなど充実に努めておりますので、ご理
解いただきますようお願いいたします。

【社会教育課】
　図書館の開館日につきましては、火曜日から日曜日と、祝日にも開館し午後６時３０分まで開館して
おります。
　月曜日も開館することは、現在の職員体制では対応は難しい状況です。

提出区会名

豊浜町区会
要  望  事  項 

空家について

豊浜地区の空き家の増加が目立つ。老朽化も加わり、防災面、防犯面においても心配なので早急に対策
をお願いしたい。

担当課名 まちづくり計画課回答（処理）事項

　ご指摘のとおり当町も空家の件数が増加し、周辺に悪影響を及ぼしている空家が問題になっておりま
す。
　このことから、本年度、町による今後の空家対策を具体的に進めるため、空家等対策の推進に関する
特別措置法に基づく「余市町空家等対策計画」の策定を進めております。
　また、現在の空家対策における対応については、職員によるパトロールや、地域の方からの通報によ
り、周辺に悪影響を及ぼしている空家に対して所有者を特定し、本人に問題点の解消を図るよう、指導
等を行っております。
　さらに、所有者本人による危険性のある空家住宅の自発的な解体を促進するため、平成２８年度（昨
年度）より、老朽化が進んで居住に適さない空家住宅に対し、解体費用の一部を補助する支援制度も実
施しているところでございます。



提出区会名

豊浜町区会
要  望  事  項 

湯内川上流の護岸について

（豊浜学園横を流れている）湯内川上流の護岸が崩れている。
土砂の堆積もあり下流民家等へ被害が及ぶ恐れがあるので、護岸整備や退席土砂の撤去を進めてほし
い。

担当課名 建設課回答（処理）事項

　当該河川につきましては、北海道が維持管理を行っている二級河川であります。
　当該河川の管理部局の小樽建設管理部に照会したところ、ご要望のございました箇所につきましては
平成１７年に被災を受けコンクリートブロックで護岸の復旧を行っており、定期的な河川巡視において
施設や河道内の堆積土砂等の状況について現地の確認をしてまいりたいと伺っているところでありま
す。
　本町としましても、水害から町民の生命と財産を守るという立場から、必要に応じ北海道に対し要望
してまいりたいと考えております。

提出区会名

豊浜町区会
要  望  事  項 

子ども手当について

町独自の子ども手当を進めてもらいたい

担当課名 町民福祉課回答（処理）事項

　国は、中学校終了前の児童に対し、所得や年齢等に応じて児童手当（Ｈ28年度実績　支出合計
　22,874万円　町負担　3,529万円）を年３回支給しております。　本町と致しましては、現金支給で
はなく、子育て支援事業の充実や環境の整備に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願
いします。



提出区会名

豊浜町区会
要  望  事  項 

防災無線について

防災無線の導入を進めてほしい。

担当課名 地域協働推進課回答（処理）事項

　防災無線については、導入に伴う経費や維持管理経費など考慮すると、早期に整備することは困難な
状況にありますが、災害時における情報伝達の確保は重要課題の一つであるため、防災無線のシステム
や整備上での地理的条件など、本町に最も適した、皆さんに確実に情報が伝わる手段の検討を進めてま
いりますので、ご理解をお願いします。

提出区会名

豊浜町区会
要  望  事  項 

河川の護岸について

お寺横を流れる石切川の護岸の大木が倒れている。
川の流れをせき止める恐れもあると思うので、周辺の対処をお願いしたい。

担当課名 建設課回答（処理）事項

　現地の状況を確認した上で河川の流下能力を阻害している場合には、対処したいと考えてございます
ので、ご理解をお願いします。

※流下能力（りゅうかのうりょく）とは
　　どのくらいの水を流すことが出来るのかを表したもの。



提出区会名

豊浜町区会

要  望  事  項 
電話回線の高速化について

1.豊浜学園内に原子力発電所事故時の避難施設が本年完成しましたが、連絡、報告等は一般家庭電話回
線を使用し、発信、受信となる。しかし、現在の回線では遅く、時間を要し緊急時の対応遅れ等につな
がりかねないことから、電話回線の高速化が必要とされる。
2.豊浜学園では園生が寄宿しており、教育の一環でのパソコン利用と、過疎地であるがゆえの緊急時の
情報収集遅れによる、被害拡大が懸念される。
3.豊浜町住民の平均年齢は75歳以上の高齢化集落となっています。地域外からの様子確認のインター
ネット使用では、通信速度が遅く、使用範囲が限定される。
4.民宿2件が宿泊客のサービスとして、高速回線によるインターネットを提供したい。
5.豊浜町内奥には住友金属鉱山施設、余市町水道浄化施設が有り、その施設管理はインターネットを利
用した制御監視を導入しているが、回線速度が遅いことで、緊急時対応の遅れによる被害拡大等が懸念
される。現状回線では使用範囲が制限され更新がままならない。
以上のことから豊浜町の電話回線の高速化を願います。

担当課名 企画政策課回答（処理）事項

　条件不利地域における高速通信網の整備につきましては、緊急時の対応、及びデジタルデバイドの解
消に向けた対処、さらには宿泊業におけるサービス提供といった観点からも、重要と考えているところ
です。
　通信事業者による光ファイバー網の敷設、及び施設区域拡大については、当該事業者にとって採算性
や投資効果が見込めないと判断される不採算地域では、現在のところ整備は見込まれない状況となって
おります。
　町が整備する場合の情報通信に係る国の交付金、補助金につきましても、整備に当たり多額の町負担
が発生することや、スマートフォン等の携帯電話回線の普及に伴って光回線の需要が低下した場合の不
採算部分に係る補填等財政的な課題も想定されるところです。
　条件不利地域の現状をしっかりと把握したうえで、初期投資だけでなく、ランニングコストや、将来
の老朽化に伴う敷設替えの費用等も一体的に検討し、効果的な高速通信のあり方について引き続き情報
を収集してまいりますが、現時点での早急な整備に関しては難しい状況にありますことを、ご理解をお
願いします。

※デジタルデバイドとは
　　パソコンやインターネットを利用できる人とできない人との間に生じる　社会的な格差のこと。



提出区会名

豊浜町区会

要  望  事  項 
町道の補修について

国道229号から山間部余市豊浜学園間の約1キロメートルで、簡易舗装が剥がれ凸凹状となり、以下の支
障が生じているため、早急に対応をお願いします。また、計画的な補修をあわせてお願いします。
1.豊浜町住民の平均年齢は75歳以上の高齢化集落となっています。住民の中には歩行用補助具を使用し
て歩く高齢者も多く、道路が凸凹状況では歩くにも支障が生じている。
2.高齢で道路の凸凹を避けるには、動作も鈍くなる事で交通事故への危険性が急激に増している。
3.道路は余市豊浜学園の職員通勤用、園生への食事食材の納入による車両が日常的に走行している。ま
た、道路奥には住友金属鉱山の施設が有り、その操業資材が月に１回納入され、狭い道路で凸凹を避け
ての走行は交通事故の要因となっている。
4.緊急時の避難場所が豊浜町の上流側に位置する事から、避難時には道路が凸凹で悪い事により、避難
に時間を要する。
5.道路の補修がスポット的で、一部分の補修だけとなり、補修必要箇所が残ることで、翌年には沢に状
況が悪化している。

担当課名 建設課（回答不要）回答（処理）事項

　町道の維持補修につきましては、年次計画をもって補修を行っておりますが、まだまだ補修が必要な
道路があるのが現状であります。
　ご指摘の道路の凸凹につきましては、現地状況を確認し必要な補修等の対応行ったところでございま
すので、ご理解をお願いします。



提出区会名

富沢町第4区会
要  望  事  項 

中学校の部活動について

西中学校では、部活の種類が少なく、希望する部活をするためには他の中学校に転校しなくてはなりま
せん。
部を増やすか、部活だけ他の中学で出来るようにしてほしいです。（野球部希望）

担当課名 学校教育課回答（処理）事項

　少子化の影響による生徒数の減少に伴い、学級数が減ることにより、各中学校では教諭定数も減少傾
向となり、部活動を指導する教員数も少なくなってきている状況です。
　各中学校では、現在、設置している部活動を維持することも難しい状況となっており、部活動の新設
は難しいところでありますが、今後は、文部科学省が提唱している部活動指導員制度の導入も視野に入
れながら、各中学校での部活動の在り方について検討していかなければならないと考えております。
　また、部活動を他の中学校で行うには、生徒の安全面や指導時の責任の所在などに関する課題が多
く、現時点で他校の教員が部活指導を担うことは困難であると考えております。

提出区会名

富沢町第4区会
要  望  事  項 

日本脳炎ワクチンの接種について

北海道でも日本脳炎ワクチンが定期接種となりました。（H２８年～）
今まで受けていなかった２０才までの子も、無料で接種できるとのことです。
知らない人もいますので、対象者にはもっと広めるべきだと思います。

担当課名 保健課回答（処理）事項

　これまで北海道は、日本脳炎の予防接種を行う必要がない区域として指定されていましたが、道外・
外国への行き来する機会が増えていることなどから北海道でも平成２８年４月より日本脳炎の予防接種
が開始され、本町では、３歳から７歳６カ月未満及び９歳から１３歳を超えない方が町内の指定医療機
関で接種を受ける場合は無料としています。また、ワクチンの副反応により平成１７年度から平成２１
年度にかけてワクチン接種の積極的勧奨を差し控えていた期間があり、平成９年４月２日から平成１９
年４月１日の間に生まれた２０歳未満の方、及び平成１９年４月２日から平成２１年１０月１日の間に
生まれた方で９歳から１３歳を超えない方も特例措置により無料としています。
　ワクチン接種の周知については、３歳の誕生日を迎える前の個別案内、町ホームページにおける掲
載、また、特例措置の対象となる方々にも個別案内を行っていますが、今後も機会あるごとに周知に努
めてまいります。



提出区会名

梅川町第２区会
要  望  事  項 

河川（梅川）の立木灌木の処理について

国道229号線梅川、富沢橋上流に加工団地から流れる支流との合流点付近前後、両脇堤防一帯は柳木や
イタドリ、ヨシが生い茂り河川の流れが見えない程荒れています。先般の台風による増水時には上流か
らの流木、枯れ枝、ビニール等が大量に流れ出て、立ち木やイタドリの幹にからみ、推積によって、河
川の流れが大きく変わり近くの住民は不安と恐怖を感じたとのことです。今後、大雨や雪解けによる増
水被害が大変心配になりますので関係機関と協議の上、伐採等早急なる対応をお願いしたい。

担当課名 建設課回答（処理）事項

　当該河川につきましては、北海道が維持管理を行っている二級河川であります。
　当該河川の管理部局の小樽建設管理部に照会したところ、定期的な河川巡視において現地確認を行う
とともに、昨年の一連の台風被害等を鑑み北海道としても河道内の樹木や堆積土砂の除去等について河
川維持管理の在り方として検討していると伺っているところであります。
　本町としましても、水害から町民の生命と財産を守るという立場から、必要に応じ北海道に対し要望
してまいりたいと考えております。
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